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テクノポート福井
浄化センター
〒913-0036
坂井市三国町米納津49-100-6
TEL：0776-85-1588
FAX：0776-85-1164

日野川地区水道
管理事務所
〒915-0863
越前市大塩町62-6-2
TEL：0778-22-0301
FAX：0778-22-0641

福井臨海工業用水道
管理事務所
〒910-3113
福井市江上町43-20
TEL：0776-59-1124
FAX：0776-59-1125

坂井地区水道
管理事務所

〒910-0207
坂井市丸岡町山久保5-27
TEL：0776-66-4227
FAX：0776-66-7972
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概
　
要

目　　標目　　標

日
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川

九
頭
竜
川

滝波川

竹田川

真
名
川

龍ヶ鼻ダム

桝谷ダム
二ツ屋分水堰

八乙女取水口

広野ダム

雲
川

　地方公共団体は、私たちの日常生活に密着したさまざまな分野で、行政活動を行っています。
　地方公営企業は、地方公共団体が行う活動のうち「企業」としての分野を担っているもので、
地域住民の福祉の増進を目的とする点は一般行政と同じですが、その活動に要する経費が地
方公共団体の場合は、主に税金によってまかなわれるのに対し、地方公営企業の場合は、利用
者の負担する料金によってまかなわれる点に違いがあります。

地方公営企業とは
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線

地球環境の保全と
良質なサービスの提供に

努めます

舞鶴
若狭自動車道

敦賀JCT
若狭美浜IC

若狭三方IC

若狭上中IC
小浜IC

小浜西IC

舞鶴東IC

大飯高浜IC

福井北JCT・I.C

松岡I.C 永平寺参道I.C

永平寺I.C

上志比
I.C

勝山I.C

大野I.C

勝原I.C

白鳥西I.C

中
部
縦
貫
自
動
車
道

テクノポート福井
12,472千㎡

テクノポート福井
浄化センター
27,000㎥／日

日野川地区
水道管理事務所

51,900㎥／日

福井臨海工業用水道
管理事務所
46,000㎥／日

（舟橋取水場）

臨海工業用地等
造成事業

臨海下水道事業

水道用水供給事業
工業用水道事業

坂井地区
水道管理事務所

44,175㎥／日

北
陸
新
幹
線（
予
定
ル
ー
ト
）

「テクノポート福井」の各
企業から排出された汚水
を、「テクノポート福井浄化
センター」で微生物や活性
炭により浄化し、日本海へ
放流しています。

工場内で洗浄や冷却等の
生産活動に使用される工業
用水を、「県営第一工業用
水道事業」と「福井臨海工
業用水道事業」により安定
的に供給しています。

膜ろ過や砂ろ過による浄水
処理した安全で安心な水道
水を、「日野川地区水道用水
供給事業」と「坂井地区水
道用水供給事業」で５市２町
に安定的に供給しています。

産業の高度化と雇用機
会の拡大を図るため「テク
ノポート福井」を整備し、
産業用地を計画的に造
成しながら県内外の企業
へ売却しています。

40,000㎥／日

日野川地区
水道管理事務所

（県営第一工業用水道取水場）

荒島I.C
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おおい町

高浜町

小浜市

若狭町
美浜町

敦賀市

越前市

南越前町

越前町

池田町

永平寺町

大野市

勝山市
福井市

鯖江市

坂井市

あわら市

8
サンドームにし

にしさばえ

にしやま
こうえん

みずおち

取水場

送水ポンプ室

しんめい

日
野
川

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

東部工業団地

鯖江I.C

さ
ば
え

↓広野ダム

福
井
鉄
道
福
武
線

き
た
さ
ば
え

集水埋渠 サンドーム福井

送水管

配水管

北
陸
自
動
車
道

配水池

広野ダム
（県土木部管理）

日野川（伏流水を取水）
監視制御室送水ポンプ

（点検のため水中から
 吊上げた外観）

県営第一工業用水道事業

日
野
川
地
区
水
道
管
理
事
務
所

（
県
営
第
一
工
業
用
水
道
取
水
場
）

配水池全景

除濁用繊維ろ過装置

各企業へ
配水管

配水池は、高地に設置されており、
各企業まで自然流下で給水しま
す。また、使用水量の時間変動を
吸収し、安定した給水を行います。

配水池

取水濁度が上昇し
た場合、送水濁度
が20度以下になる
ようにろ過します。

ろ過装置
集水埋渠

送水管

水中に設置されており、
取水した日野川の伏流水
を配水池に圧送します。

送水ポンプ

送水ポンプ室

導水管

日野川

名　称 日野川地区水道管理事務所
（県営第一工業用水道取水場）

所在地

水　源 日野川伏流水（広野ダム）

取水地点

給水能力 40,000㎥／日

水利権 43,200㎥／日

給水開始時期 昭和50年12月

給水区域

送配水管延長 約9.1㎞

鯖江市および隣接市町

鯖江市舟津町

鯖江市上鯖江2丁目7-18

概 要
　県営第一工業用水道事業は、広野
ダムの放流水を鯖江市舟津町地係の
日野川から伏流水として取水し、原水
または濁度処理した工業用水を鯖江
市東部工業団地等の各企業に安定
供給することにより、地下水の低下を
防止するとともに、地域産業の発展を
支えています。

工
業
用
水
道
事
業

処理フロー図処理フロー図

広野ダム

ダムに貯留された
水を放流します。

河床下に設置された
巻線型スクリーン管
から、日野川の伏流
水を取水します。

日野川地区水道管理事務所から
遠方監視を行っています。

PAC（凝集剤）

汚泥処理へ
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おおい町

高浜町

小浜市

若狭町
美浜町

敦賀市

越前市

南越前町

越前町

池田町

永平寺町

大野市

勝山市
福井市

鯖江市

坂井市

あわら市

福井臨海工業用水道事業

福
井
臨
海
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所

浄水場全景

概 要
　福井臨海工業用水道事業は、九頭
竜川表流水および地下水を取水し、
福井市江上町の浄水場で、浄水処理
した工業用水をテクノポート福井およ
び右岸繊維工業団地の各企業に安
定供給することにより、地域産業の発
展を支えています。

工
業
用
水
道
事
業

処理フロー図処理フロー図

名　称 福井臨海工業用水道管理事務所

所在地 福井市江上町43-20

水　源 九頭竜川（表流水）、地下水

取水地点
福井市江上町（本取水口）
福井市舟橋黒竜（補助取水口）
福井市舟橋黒竜、天池町（地下水）

水利権
本取水口　44,700㎥／日
補 助 口　33,680㎥／日

給水能力 46,000㎥／日

井戸の取水能力 10,000㎥／日

給水開始時期 昭和53年4月

給水区域
テクノポート福井および福井市
のうち九頭竜川右岸の区域内

導送配水管延長 約43.1㎞

配水池

九頭竜川水管橋舟橋補助取水口 江上本取水口 送水ポンプ薬品沈殿池取水ポンプ 中央監視制御室

右岸配水
ポンプ

配水池は、高地に設置されており、
各企業まで自然流下で給水します。
また、使用水量の時間変動を吸収
し、安定した給水を行います。
配水池

配水管

右岸配水管

送水管 テクノポート福井
各企業へ

右岸繊維工業団地
各企業へ

日本海から塩水が遡上し、江上地点で
塩素イオン濃度が80㎎/㍑を超えた場
合、舟橋補助取水口より取水します。

舟橋取水場

舟橋取水ポンプ

舟橋補助取水口

九
頭
竜
川

江上本取水口

沈砂池

江上取水ポンプ
九
頭
竜
川

沈砂池

地下深くの帯水層から
地下水を取水します。

着水井 送水ポンプ浄水池
浄化処理した水を
貯留します。

薬品で原水の汚れを
凝集し、沈殿させます。

薬品沈殿池

深井戸ポンプ

場外井戸

九頭竜川の表流水
を取水します。 浮遊物や粗い砂等を取り除きます。

導水管

導水管

日
野
川

九
頭
竜
川

竹田川
あわらおんせん

まるおか

はるえ

ふくい

金津I.C

丸岡I.C

福井I.C

8

北
陸
自
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車
道

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

二
  枚
    田
      幹
        線
         林
          道

福井北JCT・I.C

永平寺参道I.C
松岡I.C

足羽川

福井市

坂井市

あわら市

416

北潟湖

えいへいじぐち

みくにみなと

たわらまち

テクノポート福井

右岸繊維工業団地江上本取水口、浄水場

舟橋補助取水口

導水管

送水管

配水池

305

PAC（凝集剤）
苛性ソーダ

汚泥処理へ
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高浜町

小浜市

若狭町
美浜町

敦賀市

越前市

南越前町

越前町

池田町

永平寺町

大野市

勝山市
福井市

鯖江市

坂井市

あわら市
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ふくい

さばえ
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たけふ

なんじょう

いまじょう

つるが

みはま

福井I.C

8

158

27

鯖江I.C

武生I.C

敦賀I.C

北
陸
自
動
車
道

敦賀JCT
（仮称）

美浜IC
（仮称）

福井北JCT・I.C

永平寺参道I.C
松岡I.C

永平寺I.C

中部縦貫自動車道

美浜町

敦賀市

越前市

南越前町

日
本
海

越前町

池田町

美山町

足羽川福井市

鯖江市

365

えいへいじぐち
たわらまち

365

417

北陸自動車道

広野ダム

二ツ屋分水堰

桝谷ダム

P

P

PP

P

P

P

八乙女取水口

417

8

浄水場

導水管

送水管

配水池（市町）

ポンプP
給水区域

日野川

今庄I.C

日野川地区水道用水供給事業

日
野
川
地
区
水
道
管
理
事
務
所

浄水場全景

概 要
　日野川地区水道用水供給事業は、
桝谷ダムの放流水を南越前町八乙女
地係の日野川から取水し、越前市大塩
町の浄水場で、セラミック膜を使用した
最新技術により浄水処理した良質な
水道水を、日野川流域３市２町に安定
供給することにより、住民の生活を支
えています。

水
道
用
水
供
給
事
業

膜ろ過装置 中央監視制御室沈砂池

取水口
沈砂池 マンガン接触塔

→ 農業用水へ

薬品で原水の汚れを
凝集します。

浮遊物や粗い砂等を
取り除きます。

薬品と触ばい砂により
水中のマンガンを除去
します。

調整槽

導水管

水道用と農業用の
水に分けます。

フロック形成池

セラミック膜に
よって細かい汚
れをろ過します。

膜ろ過装置

薬品を注入して
消毒した水を
貯留します。

市町の水道により
家庭や学校などへ
水道水を給水します。

配水池（3市2町）

塩素混和池・浄水池
3市2町の配水池へ
水道水を供給します。

中継ポンプ場

桝谷ダム

処理フロー図処理フロー図

名　称 日野川地区水道管理事務所

所在地 越前市大塩町62-6-2

水　源 日野川（桝谷ダム）

取水地点
南越前町八乙女地係

（農水、工水と共同取水）

給水能力 51,900㎥／日

水利権 55,800㎥／日

給水開始時期 平成18年12月

給水区域

送水管延長 約60.5㎞

越前市、鯖江市、福井市（一部）、
南越前町（一部）、越前町（一部）

送水管

送水管

粉末活性炭

セラミック膜構造

集水スリット

集水セル

集水スリット
膜ろ過セル

膜ろ過水

桝谷ダム（県土木部管理） 八乙女取水口（県農林水産部管理）

J
R
北
陸
本
線

日野川の表流水を
共同取水します。

PAC（凝集剤）

粉末活性炭、硫酸、苛性ソーダ次亜塩素酸ナトリウム

次亜塩素酸ナトリウム
苛性ソーダ

汚泥処理へ
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おおい町

高浜町

小浜市

若狭町
美浜町

敦賀市

越前市

南越前町

越前町

池田町

永平寺町

大野市

勝山市
福井市

鯖江市

坂井市

あわら市

日
野
川

九
頭
竜
川

竹
田
川

あわらおんせん

まるおか

はるえ

ふくい

金津I.C

丸岡I.C

福井I.C

8

北
陸
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

二
  枚
    田
      幹
        線
         林
          道

福井北JCT・I.C
足羽川

福井市

石川県
日本海

坂井市

あわら市

416

北潟湖

みくにみなと

たわらまち

305

龍ヶ鼻ダム

浄水場

テクノポート福井

坂井地区水道用水供給事業

坂
井
地
区
水
道
管
理
事
務
所

浄水場全景

概 要
　坂井地区水道用水供給事業は、
龍ヶ鼻ダムの放流水を坂井市丸岡町
山久保地係の竹田川から取水し、浄
水場で砂ろ過により浄水処理した良
質な水道用水を、あわら市および坂井
市に安定供給することにより、住民の
生活を支えています。

水
道
用
水
供
給
事
業

処理フロー図処理フロー図

龍ヶ鼻ダム（県土木部管理） 取水口

中央監視制御室

水質試験室急速ろ過池薬品沈殿池

取水口
取水ポンプ

沈砂池
浮遊物や粗い砂等を
取り除きます。 薬品で原水の汚れを凝集し、

沈殿させます。

薬品沈殿池

砂の層によって
細かい汚れを
ろ過します。

急速ろ過池

薬品を注入して消毒した水を貯留し、
2市の配水池へ供給します。

龍ヶ鼻ダム

竹田川

名　称 坂井地区水道管理事務所

所在地 坂井市丸岡町山久保5-27

水　源 竹田川（龍ヶ鼻ダム）

取水地点 坂井市丸岡町山久保

給水能力 44,175㎥／日

水利権 47,500㎥／日

給水開始時期 昭和63年10月

給水区域 あわら市、坂井市

送水管延長 約40.1㎞

配水池（2市）

送水管

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

次亜塩素酸ナトリウム
苛性ソーダ

汚泥処理へ汚泥処理へ

粉末活性炭 苛性ソーダ

PAC（凝集剤）

竹田川の表流水を取水します。

市の水道により
家庭や学校などへ
水道水を給水します。塩素混和池・浄水池

配水池（市）
給水区域
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おおい町

高浜町

小浜市

若狭町
美浜町

敦賀市

越前市

南越前町

越前町

池田町

永平寺町

大野市

勝山市
福井市

鯖江市

坂井市

あわら市

臨海下水道事業

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井
浄
化
セ
ン
タ
ー

処理場全景

概 要
　臨海下水道事業は、テクノポート福井内
の各企業から排出された汚水を、生物処理
に加え活性炭を使用して安定的に浄化処
理することにより、地域産業の発展を支え
るとともに、公共用水域の水質を保全し、
周辺環境を守る役割を担っています。

臨
海
下
水
道
事
業

処理フロー図処理フロー図

活性炭再生炉

反応タンク 活性炭吸着塔高速ろ過器沈殿池水質試験室

名　称 テクノポート福井浄化センター

所在地 坂井市三国町米納津49-100-6

処理能力 27,000㎥／日

供用開始時期 平成5年12月

処理区域 テクノポート福井

汚水管延長 約31.0㎞

凝集沈殿処理水
をろ過します。

高速ろ過器
薬品と汚水を
混合撹拌し、
汚れを凝集さ
せます。混和池・

凝集池

第2pH調整池
浄化処理した水を
中性に調整します。

薬品を注入し
て消毒した後、
放流します。

塩素混和池

ろ過水を貯留し、水量
を調整して吸着塔に
送水します。

ろ過処理水槽

日本海へ
放流

ろ過処理水に含まれ
る分解しにくい有機
物等を吸着除去しま
す。吸着済の活性炭
は活性炭再生炉で蒸
し焼きし、吸着力を回
復させ再使用します。

活性炭吸着塔

薬品により、汚れ
を沈殿させます。

凝集沈殿池

原水供給
ポンプ

沈砂池

各企業より

浮遊物や
粗い砂等を
取り除きます。

着水井

主ポンプ

揚水
ポンプ

第1pH調整池
流入汚水を中性
に調整します。

流入汚水量の変動を吸収
し、水量を調整して反応
タンクに送水します。

汚水調整池
空気を送り、汚水と微生物を混
合、撹拌し、汚水中の有機物の
吸着、酸化分解を行います。

反応タンク

汚れを沈殿
させます。

沈殿池

着水井

混和池・凝集池

凝集沈殿池

ポンプ井 主ポンプ
揚水ポンプ

第1pH調整池

汚水調整池
反応タンク 沈殿池

P

福井市 坂井市

テクノポート福井浄化センター

商業サービス施設ゾーン

圧送管ルート

汚水管渠ルート

テクノポート福井総合公園

公
園

第1中継ポンプ場

P

第2中継ポンプ場

放流

汚泥処理へ

汚泥処理へ

硫酸バンド
苛性ソーダ

汚泥処理へ汚泥処理へ

次亜塩素酸ナトリウム
硫酸

硫酸

硫酸
硫酸バンド
苛性ソーダ
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テクノポート福井

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井

臨
海
工
業
用
地
等
造
成
事
業

計画概要計画概要

概 要
　テクノポート福井（福井臨海工業地帯）は、本県産業の高度化と雇用機会の
拡大を図るため、昭和44年に福井臨海工業地帯造成計画を策定し、昭和47年
から造成を開始しました。港湾施設のほか、工業用水や下水処理施設など、充実
した産業基盤の整備を図りながら、産業用地7,643千㎡を計画的に造成し売却
しています。令和5年8月末現在、化学系をはじめとする進出企業数は74社を数
え、産業用地の売却率は92.7％、従業員数は約5,000人となっています。また、
従業員や周辺住民などの憩いの場として、商業サービス施設ゾーンやテクノポート
福井総合公園なども整備しています。
　今後も県内および全国から産業技術が集積する拠点として一層の発展を目指
していきます。

名　称 テクノポート福井

所在地 福井市、坂井市

計画面積 12,472千㎡

産業用地面積 7,643千㎡

港湾 1.5万トン級船舶入港可能（将来5万トン級）

工業用水道 福井臨海工業用水道より供給

下水道 臨海下水道にて処理

テクノポート福井の位置テクノポート福井の位置
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テクノポート福井概要図

テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井

臨
海
工
業
用
地
等
造
成
事
業

（令和5年8月31日現在）

テクノポート福井スタジアム

福井港

グリーンベルト（展望台）

分譲中

分譲予定

テクノポート福井総合運動公園・商業サービス施設ゾーン

新分譲エリア
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産
業
労
働
部（
公
営
企
業
）の
組
織

公
営
企
業
の
あ
ゆ
み

公
営
企
業
の
あ
ゆ
み

産業労働部（公営企業）の組織産業労働部（公営企業）の組織

平成8年12月 広野発電所運転開始（1,400kW）

平成13年3月 「テクノポート福井」基本計画（マスタープラン）改訂

平成14年4月 企業局に改組
企業管理者の不設置
（福井県公営企業設置条例第3条）

平成14年12月 国見岳風力発電所運転開始（1,800kW）

平成18年12月 日野川地区水道給水開始

平成19年4月 県営第一工業用水道管理事務所を
日野川地区水道管理事務所に統合

平成22年3月 公営企業経営課に集約
（令和元年６月　公営企業課に課名変更）

平成21年4月 産業労働部へ改組

平成22年3月 電気事業を民間に譲渡

平成25年4月 日野川地区水道全量給水開始

平成27年4月 （一財）福井県企業公社が
（一財）福井県産業廃棄物処理公社へ統合

令和4年4月 臨海下水道 一日最大処理量を27,000㎥に増強
（福井県公営企業設置条例第２条）

平成27年4月 臨海下水道 一日最大処理量を22,000㎥に増強

平成30年3月 福井県公営企業経営戦略を策定

昭和27年4月 「九頭竜川総合開発計画」に基づき「九頭竜川総
合開発本部」および大野郡西谷村中島に「真名
川総合開発調査事業所」を設置

昭和27年11月 県営で電気事業を実施することを県議会で議決

昭和31年12月 雲川ダム完成

昭和32年2月 中島発電所運転開始（18,000kW）

昭和32年9月 電気事業に地方公営企業法の全部を適用し
電気局を設置

昭和32年11月 笹生川ダム完成

昭和39年10月 小原ダム完成

昭和39年12月 電気ビル完成

昭和40年2月 滝波川第一発電所運転開始（12,300kW）

昭和40年4月 有料道路事業調査のため電気局を企業局に改組

昭和40年9月 西谷村集中豪雨により中島発電所浸水

昭和41年2月 中島発電所復旧

昭和43年5月 三方五湖有料道路「レインボーライン」完成

昭和44年9月 福井臨海工業地帯造成計画（マスタープラン）作成

昭和45年4月 企業管理者の設置
（福井県公営企業設置条例第3条）

昭和46年4月 越前海岸有料道路完成

昭和46年8月 福井臨海工業用地帯造成事業に
地方公営企業法を適用
企業庁に改組、公営事業部、臨海開発部の2部制

昭和46年11月 工業用水道事業を知事部局より移管

昭和47年3月 福井臨海工業地帯造成計画（マスタープラン）改訂

昭和48年4月 県営第一工業用水道事業に
地方公営企業法を適用

昭和48年11月 坂井地区水道用水供給事業に
地方公営企業法を適用

昭和49年4月 臨海工業用水道事業に地方公営企業法を適用

昭和49年10月 永平寺有料道路完成　道路公社へ引継ぎ

昭和50年12月 県営第一工業用水道給水開始

昭和52年4月 有料道路事業を道路公社に引継ぎ

昭和52年4月 真名川発電所運転開始（14,000kW）

昭和53年4月 福井臨海工業用水道給水開始

昭和47年7月 福井臨海工業地帯造成事業開始

昭和53年7月 福井港開港

昭和41年3月 三方五湖有料道路計画確定により
有料道路事業に地方公営企業法の全部を適用

昭和56年3月 部制廃止

年月日年月日 内　　　容内　　　容 年月日年月日 内　　　容内　　　容

昭和56年11月 国家石油備蓄基地立地決定

昭和57年3月 電気ビル売却

昭和58年6月 福井臨海工業用水道　補助取水口を設置

昭和58年3月 日野川地区水道用水供給事業に
地方公営企業法を適用

平成元年1月 福井臨海工業地帯造成計画（マスタープラン）改訂
都市的機能の充実 愛称「テクノポート福井」使用

平成6年3月 テクノポート福井総合公園
（文化レクリェーション施設ゾーン）竣工

昭和58年10月 福井臨海工業地帯造成計画（マスタープラン）改訂

昭和63年10月 坂井地区水道給水開始

平成元年6月 山口発電所運転開始（1,900kW）

平成2年10月 テクノポート福井商業サービス施設用地分譲開始

平成3年4月 臨海下水道事業を知事部局より移管

平成3年4月 臨海下水道事業に地方公営企業法を適用

平成4年12月 中島第二発電所運転開始（2,400kW）

平成5年3月 県営第一工業用水道　除濁設備を設置

平成5年10月 （財）福井県企業公社設立

平成5年12月 臨海下水道供用開始

平成12年4月 坂井地区水道全量給水開始

昭和59年11月 福井臨海工業用水道給水区域変更
（福井市二日市工場適地追加） 知　　事

産業労働部長

公営企業課

土木施設整備グループ

水道施設グループ

テクノポート福井浄化センター

坂井地区水道管理事務所

日野川地区水道管理事務所

福井臨海工業用水道管理事務所

経営グループ副部長

令和5年8月31日現在
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